
　年４回の定例市議会後に発行している「ののうち
誠後援会だより」。皆さんのご支援とご協力のおかげ
で、今回の発行で第２０号を迎えることができました。
　初当選した平成２３年の１１月に第１号を発行して
以来、年４回の発行を続けてきました。途中では編集
時間がなかった時もあり苦労して発行したこともあり
ましたが、議会の様子や野々内の活動を広くお知らせ
したいという思いで続けてこられたと考えています。
　「読んでるよ、見ているよ」と声をかけてい
ただくことがありますが、その声を糧に今後も
３０号、４０号と発行を重ねて行きたいと思っ
ています。引き続きのご支援とご指導をお願
いいたします。

6月松江市議会

大規模工場の緑地面積率等を
緩和する条例などを可決

　6月15日から７月４日までの２０日間
の会期で開会された６月定例市議会。
補正予算は一般会計のみで、食と観光
コミュニティビジネス創生事業費に８００
万円、インド人ＩＴ活用･企業誘致調査事

業費に２０００万円、野波診療所直営に
伴う運営費８６３万円などが主なもので
した。条例等の議案は「松江市障がいの
ある人もない人も共に住みよいまちづく
り条例の制定」や、野々内が昨年９月議
会で条例化を迫った「松江市工場立地
法地域準則条例の制定」などが上程さ
れ、全て原案どおり議決しました。
　議員提出議案では「次期介護保険制

度改正における福祉用具、住宅改修の
見直しに関する意見書について」、「地方
法人課税の見直しに関する意見書につ
いて」、「政府関係機関の地方移転の実
現による地方創生の一層の推進を求め
る意見書について」を質疑し、３件とも意
見書を国に提出するよう議決しました。
(予算金額や提出議案の詳細は市ホーム
ページや市報等をご覧ください)

ののうち
まこと
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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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後援会だよりが
20号を迎えました

後 援 会 だ よ り J u l y

総務委員会の行政視察

タブレット操作研修会

ののうち誠 プロフィール
昭和25年11月26日生まれ、65歳。
住所／松江市東出雲町出雲郷1670
電話／0852-52-3117（FAX兼用）

【学　歴】
昭和44年3月／島根県立松江農林高等学校卒業
【職　歴】
昭和44年4月～平成23年3月／東出雲町職員（企画財政課長、保健福祉課
長、教育委員会教育次長、総務課長、参事）
平成25年4月／松江市議会議員選挙2期目当選、総務委員会副委員長、
宍道湖・中海問題等対策特別委員会副委員長、議会広報等特別委員会委員
【活動歴】
出雲郷公民館主事（11年間）、出雲郷公民館運営委員、体育協会出雲郷支
部事務局、消防団第三分団部長、出雲郷小学校PTA会長（3年間）、PTA連
絡協議会会長、松江市農業委員　現在：体育協会出雲郷副支部長、MJG島
根硬式野球クラブ顧問、松農会東出雲支部長、農政会議東出雲支部長

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりを

していきましょう。この度後援会だよりvol.20を発行いたし

ましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

最 近 の 活 動から
甲府市で市役所建設を視察市産木材利用促進の市長面談

議会でタブレットを活用しています

　市議会では情報端
末機(タブレット)を
ペーパーレス促進の
ために活用すること
になり、野々内を始め
7議員で研究会を設
け、5月9日には全議
員を対象に操作研修会を開催しました。6月議会からデー
タによる議会書類を閲覧しています。

　野々内が副委
員長を務める総
務委員会は5月
23日から3日間、
甲府市、長野市、
金沢市に行政視
察に出かけまし
た。山梨県甲府市では「新庁舎建設について」。人口規模
も類似しており、しっかりとした建築コンセプトや市民意見
の反映を丁寧にするなど、松江市の望むべき新庁舎をイ
メージできる視察でした。

　4月18日に島根県
木材協会松江支部の
皆さんと、市産木材・県
産木材の利用促進の
要望活動を松浦市長に
行ないました。2月市議
会で「市産木材の活用
について」を質問したのがきっかけです。地元産木材の価格暴
落による林業や加工業の低迷の実情を訴え、地元の森を守る
観点から、公共施設や住宅に地元木材を使うよう促してほしい
と要望し、意見交換しました。

6月1 8日  おちらと村での
ミュージックジャンボリー

　6月18日に東出雲お
ちらと村で恒例の「ほた
る祭」が開催され、イベン
トとしてライブも開催さ
れました。野々内は、山陰
ミュージックジャンボリー
告知ライブのお手伝いを
させていただきました。

ホームページを開設しています。
ブログもやっています。
お気軽にケイタイからご覧いた
だけます。

後援会のお知らせ

要望では野々内があいさつしました

ステージ裏で音響スタッフと懇談



求められる地域で住み続けられる体制づくり
（くつろぎわこう荘でのまつり）

　

 

地
域
包
括
ケ
ア
の

　

 

環
境
整
備
に
つ
い
て

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
や
介
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
環
境
整
備
は
、地
域

の
人
的
資
源
の
確
保
や
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。公
民
館
か
ら
の
支
援
･
調

整
や
町
内
会
組
織
、身
近
な
隣
近
所
の

連
携
が
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
支
え
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。本
市
の
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

井
田
健
康
福
祉
部
長　

本
市
で
は
地
区

社
協
や
公
民
館
、自
治
会
、民
生
児
童
委

員
等
の
地
域
福
祉
活
動
で
、地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
下
地
が
既
に
で
き
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
配
置
し
た
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
各
地
域
の
実
態
把
握
に

よ
る
課
題
は
、今
後
設
置
す
る
地
域
の

協
議
体
で
検
討
し
、支
え
合
い
の
体
制
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

医
療
と
介
護
の
連
携
体
制
は
整
っ
て

い
ま
す
か
、ま
た
課
題
は
な
い
の
か
伺

い
ま
す
。加
え
て
、認
知
症
高
齢
者
対

策
に
つ
い
て
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

井
田
健
康
福
祉
部
長　

医
療
と
介
護
の

連
携
体
制
は
、ケ
ア
会
議
や
研
修
会
開

催
な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。一
方
で
、諸
要
因
か
ら
病
院
退

院
後
で
の
在
宅
医
療・介
護
が
円
滑
に
移

行
で
き
な
い
事
例
の
対
応
が
課
題
の一つ

だ
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か

ら
、在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
の
平
成
29
年
4
月
の
設
置
に
向
け

た
準
備
を
行
って
い
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
対
策
で
は
、地
域
で

の
見
守
り
体
制
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、支
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
な
ど
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

 

「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
」

　

 

の
発
想
を
地
方
創
生
に

　

本
市
が
昨
年
に「
暮
ら
し
や
す
さ
日

本
一
」と
な
っ
た
項
目
に
は「
今
後
30
年

間
に
、震
度
6
以
上
の
揺
れ
が
発
生
す

る
確
率
」も
あ
り
、地
震
な
ど
災
害
が

少
な
い
地
域
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、６
月
公
開
の
地
震
調
査
委
員
会

の
、今
後
30
年
間
で
6
弱
以
上
の
揺
れ

の
確
立
を
示
し
た「
2
0
1
6
年
版
全

国
地
震
予
測
地
図
」で
も
、本
市
は

２.１
％
と
低
い
数
値
で
し
た
。我
が
国
の

健
全
な
発
展
の
た
め
に
リ
ス
ク
分
散
を

図
る
べ
く
、「
松
江
市
ま
ち
・ひ
と
・
し
ご

と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」の
一
環
と
し

て
、本
市
へ
企
業
や
人
の
誘
導
に
取
り

組
む
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

松
浦
市
長　

東
京
か
ら
人・企
業
を
松

江
に
呼
び
込
む
こ
と
が
地
方
創
生
の一番

の
要
で
す
が
、い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
選
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
す
。地
震
の
確

率
が
低
い
こ
と
は
大
き
な
利
点
で
す
の

で
、こ
う
し
た
利
点
を
全
国
に
発
信
を

し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

首
都
圏
の
医
療
法
人
か
ら
は
、元
気
高

齢
者
移
住
を
考
え
る
と
す
れ
ば
松
江
市

は
最
高
の
都
市
で
は
な
い
か
と
い
う
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。広
域
圏
域
ま
で

広
げ
る
と
さ
ら
に
魅
力
は
増
す
の
で
、積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

 

市
庁
舎
建
設
へ
の

　

 

市
民
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て

　

市
議
会
総
務
委
員
会
で
は
、甲
府
市

を
訪
れ「
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
」の
行

政
視
察
を
し
ま
し
た
。甲
府
市
で
は
、

丁
寧
に
市
民
の
声
を
聞
き
、そ
こ
で
得

ら
れ
た
意
見
や
提
言
を
反
映
し
た
市

庁
舎
建
設
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。新
庁
舎
は
単
に
行
政
事
務
を
行
な

う
場
だ
け
で
は
な
く
、市
民
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
市
民
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
に
な
る
場
所
で
す
。本
市
に
お
け

る
市
庁
舎
建
設
に
対
す
る
市
民
の
声
の

聴
取
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

講
武
財
政
部
長　

利
用
し
や
す
い
庁
舎

に
す
る
た
め
に
は
、民
意
を
反
映
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
だ
と
認
識
を
し
て
い
ま

す
。他
自
治
体
で
の
民
意
の
反
映
方
法

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

本
市
で
は
今
後
、基
本
構
想
、基
本
計

画
を
策
定
す
る
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
意
見
を
い
た
だ
く
外
部
委
員
会
を
設

置
し
た
り
、広
く
市
民
の
皆
様
の
意
見

を
伺
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
も
検
討
を

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

 

観
光
振
興
に
お
け
る

　

 

お
も
て
な
し
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
松
江
駅
前
発
の
タ
ク
シ
ー
の

な
か
に
は
車
内
で
の
運
転
手
と
の
会
話

が
全
く
な
い
場
合
も
あ
る
と
聞
き
ま

し
た
。本
市
の
玄
関
で
あ
る
駅
に
お
い

て
の
最
初
の
お
も
て
な
し
は
、最
初
に

出
会
う
運
転
手
か
ら
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、所
見
と
対
策
を
伺
い
ま
す
。

錦
織
観
光
事
業
部
長　

松
江
旅
客
自

動
車
事
業
協
同
組
合
に
加
盟
の
タ
ク

シ
ー
会
社
11
社
と
、市
、商
工
会
議
所
、

観
光
協
会
で
は
、松
江
観
光
タ
ク
シ
ー
協

議
会
を
組
織
し
、観
光
客
の
案
内
や
お

も
て
な
し
向
上
の
勉
強
会
、研
修
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。本
件
に
つ
い
て
は
、こ

の
協
議
会
で
情
報
を
共
有
し
、さ
ら
な
る

お
も
て
な
し
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
研

修
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

飲
食
店
で
の「
松
江
名
物
」と
し
て
、

例
え
ば
し
め
の「
シ
ジ
ミ
汁
」や「
板
ワ
カ

メ
の
ご
飯
」な
ど
、飲
食
店
が
連
携
し
て

の
提
供
を
取
り
ま
と
め
て
食
の
お
も
て

な
し
を
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

錦
織
観
光
事
業
部
長　

松
江
の
特
産
品

の
活
用
や
名
物
作
り
は
、居
酒
屋
有
志

で
産
品
の
流
通
を
考
え
る
会
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、地
元
の
食

材
の
メ
ニュ
ー
化
を
促
し
て
き
ま
し
た
。

　

提
案
の
シ
ジ
ミ
汁
や
板
ワ
カ
メ
の
ご
飯

に
つ
い
て
も
、飲
食
店
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
今
後
対
応
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

 

松
江
市
北
公
園
の

　

 

再
整
備
に
つ
い
て

　

新
松
江
市
総
合
体
育
館
が
建
設
さ
れ

た
場
所
に
あ
っ
た
松
江
市
北
公
園
の
広

場
は
砂
ぼ
こ
り
に
よ
る
苦
情
が
相
次
い

で
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
後
、松
江

市
北
公
園
の
再
整
備
で
、ど
の
よ
う
な
広

場
整
備
を
す
る
考
え
な
の
か
伺
い
ま
す
。

広
江
副
教
育
長　

旧
体
育
館
を
解
体

し
た
跡
地
に
多
目
的
広
場
と
駐
車
場
の

整
備
を
行
う
予
定
で
す
。こ
の
う
ち
、多

目
的
広
場
は
、利
用
者
や
市
民
か
ら
意

見
を
聞
き
、ス
ポ
ー
ツ
、各
種
イ
ベ
ン
ト
、

災
害
時
の
活
動
の
拠
点
等
と
し
て
利
用

す
る
た
め
、真
砂
土
の
仕
上
げ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

砂
ぼ
こ
り
を
極
力
防
ぐ
た
め
に
、広

場
周
囲
に
防
砂
ネ
ッ
ト
や
散
水
栓
の
設

置
、植
樹
に
よ
る
緩
衝
帯
の
設
置
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

9
月
議
会
予
定

7
日（
水
）

9
月

本
会
議(
委
員
長
報
告
・
質
疑
・

討
論
・
採
決
・
提
案
説
明
・

決
算
特
別
委
員
会
設
置
）

決
算
特
別
委
員
会

（
正
副
委
員
長
互
選
）

13
日（
火
）
一
般
質
問

3
日（
月
）

10
月

本
会
議（
委
員
長
報
告
、

 

質
疑
・
討
論
・
採
決
）、閉
会

12
日（
月
）
一
般
質
問

14
日（
水
）
一
般
質
問
・
議
案
質
疑
・

委
員
会
付
託

15
日（
木
）
決
算
特
別
委
員
会

（
質
疑
、分
科
会
分
担
・
委
託
）

16
日（
金
）

20
日（
火
）

総
務
委
員
会
・

予
算
委
員
会
総
務
分
科
会
・

決
算
特
別
委
員
会
総
務
分
科
会

教
育
民
生
委
員
会
・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会
・

決
算
特
別
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

21
日（
水
）

23
日（
金
）

経
済
委
員
会
・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会
・

決
算
特
別
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会
・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会
・

決
算
特
別
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

28
日（
水
）
決
算
特
別
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告
・
質
疑
・

 

討
論
・
採
決
）

予
算
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告
・
質
疑
・

 

討
論
・
採
決
）

（
一
般
質
問
と
そ
の
回
答
の
全
文
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

　

野
々
内
は
、6
月
定
例
市
議
会

で
も
連
続
19
回
目
の一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

一
般
質
問

Q

Q

Q

Q

甲府市庁舎のフロアには
ちびっこコーナーがありました

松江市の玄関・JR松江駅

Q


